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はじ め

全陸地面積の 31%が乾燥地に属し，その少なからざる部分が熱帯・亜熱帯圏 している。

我が国が湿潤温帯に位置し，しかも熱帯農業研究センターが，これま として東南アジア，

アジア，南アメリカの湿潤・亜湿潤地帯にある研究機関と共同研究を実施してきたために，当セ

ンターにおける乾燥地農業に関する研究技術情報の蓄積は著しく少ない。

また最近，食糧危機で世界中の関心を集めているアフリカ大陸では乾燥地面積の比率が甚だ高

い。従ってアフリカの食糧問題を理解し，その解決に寄与しようとすれば，乾燥地農業に関する

知見は必須のものとなる。

国土の 80%が乾燥・半乾燥地によって占められているオーストラリアの農業技術は，すべて水

不足への対応を中心に組立てられている。国際技術・研究協力の面でも，オーストラリアは乾燥

地農牧業地帯を持つ中国，シリア，エチオピア，ケニア等にある国内および国際機関に研究者，

技術者を派遣して，その高い水準の技術をそれぞれの条件下で適用しようとしている。

本篇は「半乾燥・乾燥地における熱帯農業に関する先進国の研究体制調査」として実施された

オーストラリアについての調査をとりまとめたものである。

謝辞：主要面会者リスト (6) にお名前をあげた方々のすべてに厚くお礼申し上げます。

なかでも

高橋梯二，在オーストラリア日本国大使館参事官

T.Y. Leong, Deputy Officer-in-Charge, CSIRO CIRC 

正岡淑邦， CSIRODivision of Tropical Crops and Pastures, 当時草地試験場より留学中

には公私にわたりお世話いただいたことに深く感謝いたします。





I . 海外出張報告書

所属機関

職名

氏名

熱帯農業研究センター 企画連絡室

研究技術情報官（現調査情報部長）

三宅正紀

1. 目 的 半乾燥・乾燥地における熱帯農業に関する先進国の研究体制調査

2. 期 間 昭和 60年 2月13日から 3月4日まで (20日間）

3. 国 名 オーストラリア

4 日程の概要

2月 13日（水）

・成田発→

2月14日（木）

・→シドニー→キャンベラ

•在オーストラリア日本国大使館表敬

・連邦科学産業研究機構 (CSIRO)国際研究協カセンター (CIRC)訪問，全日程についての

オリエンテーション，活動状況聴取

2月15日（金）

・オーストラリア国際農業研究センター (ACIAR)

・CSIRO植物産業部（本部），上壌部，水・土地資源部（本部），ブラックマウンテン図書館

をそれぞれ訪問，活動状況聴取

2月16日（土）

・キャンベラ近郊西南部視察

2月17日（日）

・ 植物園及びブラックマウンテン展望台，動物公園及びジョージ湖見学

2月18日（月）

・CSIRO植物産業部再訪

2月19日（火）

・キャンベラ→グリフィス（アンセット・パイオニア バス）

2月20日（水）

・CSIROかんがい研究センター訪問， WhittonField, かんがい農家見学

・グリフィス→

2月21日（木）

・→キャンベラ→シドニー→ブリスベーン
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念 CSIRO熱帯作物黍草地部

2月22日（金）

・CSIRO熱帯作物喰

カニンガ

・ブリスベーン→アリススプリングズ→エアーズロック

2月24日（日）

・エアーズロック

・エアーズロック→アリススプリングズ

2月25日（月）

・CSIRO中央オーストラリ

• NT乾燥地域研究所

探井戸かんがい農場

2月26日（火）

・アリススプリングズ→アデレード

• 南オーストラリア小1,1農業局

2月27日（水）

• 南オーストラリア小i'I農業局及び海外農業協力公社 (SAGRICInternational) 

・CSIRO土壌部本部

2月28日（木）

・アデレード→パース

3月1日（金）

• CSIRO地方農林研究所

• 西オーストラリア農業局

3月2日（土）

・パース北部海岸，ヤンチェップ国立公園

3月3日（日）

・パース→シンガポール→

3月4日（月）

・→成田

5. 調査の概要

(1) オーストラリアの乾燥地農業

オーストラリア大陸全面積の 80%は半乾燥・乾燥地である。これはどの大陸におけるよりも大

きな割合であるが，他の大陸にみるような極乾燥地を持たないのが特徴で，これは大陸としては

小さく海洋の影響が内陸に及ぶこと，雨雲をさえぎる大山脈がないこと，著しい寒流が近くにな
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図 1.オーストラリア、行政区分と訪問地

いことなどによると考えられている。

半乾燥・乾燥地は草むら，やぶ，砂地などからなり， rangelandと称せられている。レインジラ

ンドは牧野と訳すべきであろうが，むしろ荒野， B広野とよぶのがふさわしい景観を呈している。

家畜飼養密度は 1,000haにつき牛 25-200頭，羊 20-1,600頭であるから，最低の場合，牛が 40ha 

に1頭，羊が 5haに1頭という割合になるので，たとえ牧野として利用していたにしても，牛や

羊の群れに出会わなくても不思議ではない。

オーストラリアの乾燥地農業としては ①牧畜（肉牛，乳牛，めん羊）②かんがい農業 ③天

水依存農業 の3形態がある。

①牧畜 大陸東側の内陸低地は大鑽井盆地の名で知られるようにボーリングすれば水が得ら

れる。年間 200mm前後の天水により草・低木（アカシア類），アトリプレックスなどが維持され，

それを利用する牧畜において，この深井戸の水は人・家畜の飲料水となる。

②かんがい農業 地表水を利用するかんがい農業はマレイ川及びその支流でみられ，今回の

調査ではグリフィスの CSIROかんがい研究センター及びその周辺でみたものである。小麦，水

稲， トウモロコシ，大豆，ヒマワリ，ブドゥ，オレンジ，メロンなどが栽培されている。海に達

する大河川が，この外にはないということで，他にはこれほどのかんがい農業地区はないようで

ある。但し，下流の低地では土壌塩性化問題がおきで州政府レベルでの対応を迫られている。

深井戸の水は貴重で，前述のように飲用とするのが一般であるが，果樹あるいは競走馬用のヘ

イ生産に利用している例をアリススプリングズでみた。

③天水農業 冬雨地域では 250-500mm, 夏雨地域では 400-600mmの年雨量があれば天水
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農業が可能である。冬雨半乾燥地の典型が地中海沿岸地域であるため，この気候型は地中海気候

とよばれ，南オーストラリア州東南部，西オーストラリア州西南部にはその気候帯があり，両朴I

とも，それぞれの農業が世界の同じ気候地域にも普及しうると主張している。

作付万式の基本はマメ科飼料作物と小麦あるいは大麦，ェンバクなどとの輪作である。南オー

ストラリアでは，マメ科牧草メディック（アルファルファ）類とサプタレーニアンクローバ頷で

ley (畑草地）をつくる。従って， leyfarming (穀草転換畑方式）とよばれている。

西オーストラリアでは，マメ科として白花ルーピンを用いる。これは豆を収穫して，飼料とし

てECにほとんど輸出している。

(2) 訪問機関の概要

1)連邦科学産業研究機構 (CSIRO)

筑波大学にならって Instituteを学系とよぶことにする。 CSIROは管理サービス部門と 5学系

からなり，その下に 41部 (Division)と5単位 (Unit)がある。学系長を Director,部長を Chief,

単位または同程度の研究員グループの主任を Officer-in-Chargeとよぶ。

学系は動物・食品科学，生物資源，物理科学，エネルギー地下資源，産業技術の 5つである。

今回の訪問先はほとんどが生物資源学系に属している。

B. 半乾燥地域

C. 亜モンスーン地域 F.熱帯・亜熱帯地域

D. 亜湿潤地域 G. モンスーン地域

E. 温帯地域 H. 南部山岳地域

図 2零オーストラリア、自然地域区分
(World Atlas of Agriculture,2より）
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2) CSIRO国際研究協カセンター (ClRC)

キャンベラの中心街にあり， CSIROの国際的活動を調整している。

問先の連絡調整をやってくれた。職員数 8

3) CS!RO植物産業部

キャンベラのブラックマウンテンに本部があり，郊外にギニンデラ

栄養，窒素固定，光合成，貯蔵蛋白，病害抵抗性などの 13のプログラム

ある c

日

ア

j

:
~
~
 

り，それぞれ

員が配分されている。農業生産の改善が主目的であるが，オーストラリアのフロラの分類，生態，

管理もカバーしている。棉作研究単位がナラブリ (NSW) にある。

4) CSIRO土壌部

本部はアデレードに，地域研究所がブリスベーン，キャンベラ，タウンスビルにある。タウン

スビルを除く 3か所を訪問した。この部にはオーストラリアの土壌・水資源，植物生産の土壌問

題，景観の動態，環境の士壌問題の 4プログラムがある。 SoilScientistはこの外，いろいろの部

に属して活躍している。

5) CSIRO水・土地資源部

キャンベラのブラックマウンテンに本部がある。地域に駐在している部員はいるが，独立した

単位というほどのものはない。流域水文学，資源管理，土地資源の 3プログラムがある。一般に

CSIROの研究所は学際的に構成されているが，この部は特に学際的である。この部の Dr.Blee-

kerから，パプアニューギニアの土壌，植生，土地利用等の資料を入手した。

6) CSIROかんがい研究センター

キャンベラの西方，ハイウエイで 430kmのグリフィス (NSW)に所在する。グリフィスはオ

ーストラリア唯一の海に続く大河マーレー川の支流マランビジー川かんがい地域の中心都市とし

て開かれ，このセンターは文字通り表面水かんがい農業研究の中心となっている。かんがい農業

研究における作物根・上・水系の物理・化学・生物学的過程の解析が主要研究プログラムである

が，省エネルギー温室栽培法，油料種子作物の育種もとりあげられている。

7) CSIRO熱帯作物・草地部

本部はブリスベーンにあり，その建物はカニンガム研究所でもあって，土壌部員もその構成員

になっている。大陸の東北及び北部の熱帯・亜熱帯圏に 6station, 3 laboratory, 1 siteを持っ

ている。草地は肉牛生産のためのもので，マメ科を基本とする草地とグレインソルガム，大豆等

が研究対象にあげられている。植物生産部が半乾燥・乾燥地を主要研究対象としていたのに対し

て，この部は湿潤・亜湿潤地域を分担している。

8) CSIRO中央オーストラリア研究所

大陸中央の町アリススプリングズでの郊外にある。この町からはどの方向へも，1,000km以上の

レインジランド（牧野あるいは荒蕪地）が続いている。レインジランドの理解と問題の解決法を

さぐるのがこの研究所の目的で，自然草木種に及ぼす牛と火の影響，水と風の侵食の形成と過程，

野兎の土と植生に及ぼす影饗，人口衛星写真利用による季節変化の広域探査などのプログラムが
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9) CSIRO地方農林研究所

オーストラリア州のハースにある。

ら構成されている。このように西オーストラリアにおける CSIRO

1982年に再編新設されたのである。オーストラリア

されている。同

（エ~ ネ ~' ー！

か

として

として

し

ている。この外， 野性動物研究，数理統計， )るは

ろ しているのかどう していない。

オーストラリア国際農業研究センター

CSIRO CIRCと同じようにキャンベラの中心街にある。オーストラリアの農林水産技術者を

る窓口で，政府（外務省）より資金を得て現在約 60件のプロジェクトをもってい

る。 は ASEAN• ー ニューギニ している サハラ

アフリカ，南アジア，中国との交流が始まってい wo

11) NT乾燥地域研究所（｝， ザンテリトりー一次生産省）

アリススプリングズの CSIRO中央オーストラリア研究所に隣接していて，その紹介で訪問し，

深井戸水かんがいによって果樹を栽培しているのを見学した。ブドウ，オリーブ，イチジク，ザ

クロ，ピスタチオなど地中海沿岸に由来する果樹が主となっている。グアバなどの熱帯果樹も

作していたが，冬季ー 6℃になるので露地ではむずかしいという。ここの紹介でアリススプリン

グズの南 90kmの深井戸かんがい農場を見学した。青刈'Iルガム，アルファファのヘイ（乾草）

を生産していた。

12)南オーストラリア州農業局

アデレードの中心街にあり， CSIRO土壌部の紹介で訪問した。地中海型気候地帯における乾燥

地作付方式として，メディックとクローバの畑草地 (ley)と穀作の輪作を完成させ，これを海外

の同様な気候の途上国に技術輸出するための公社(SAGRICInternational)を局内に持っている。

また一年生 Medicagoの世界最大の遺伝子プールを持つ外，一年生 Trifolium,一年生・多年生禾

本科草の大きなプールを維持している。

13)西オーストラリア農業局

南パースにあり， CSIRO地方農林研究所の紹介で訪問した。塩性土壌地農学の専門家 Mr.

Malcolmに会い，「小麦地帯の塩性度」と「塩性地の再生と土壌保全のための植物目録」をもらう。

後に内山氏が同氏の案内でアトリプレックスの現地調査を行なった。

6. 主要面会者リスト

〔シドニー〕

谷萩慎一， JapanTrade Centre, Sydney (JETRO) 

-6-



［キャンベラ〕

ーストラリア日本国大使館参事官

I~ 
i
 

9‘ 
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B.K 

T.Y. Deputy 

CSIRO Centre for International Research 

CSIRO CIRC 

Burdett, Scientific Services Officer, CSIRO CIRC 

G.Persley, Reserch Co・ordinator. The Australian Centre for International 

Research (ACIAR) 

E.T. Craswell, Research Co-ordinator, ACIAR 

R.D. Brock, Assistant Chief, CSIRO Division of Plant Industry 

R. W. Downes, Principal Research Scientist, JJ 

KG. Pullen, Senior Technical Officeer, 11 

田代 名古屋大学農業部作物学教室， II 

J.Loveday, Officer-in-Charge, Canberra Laboratories, CSIRO Division of Soils 

LR.Willett, Senior Research Scientist, 11 ガ

H.A. Nix, Senior Principal Research Scientist, CSIRO Division of Water and Land Resources 

R.W. Galloway, Principal Research Scientist, 11 

P.Bleeker, Experimental Officer, ll 

［グリフィス〕

D.S. Mitchlll, Officer-in-Charge, CSIRO Centre for Irrigation Research 

W.A. Muirhead, Principal Research Scientist, 11 

R.C.G. Smith, JI 

W.S. Meyer, JI ”
 

}.Blackwell, Experimental Officer, JI 

N .S.White, Technical Officer, JJ 

R.G. White, 
”
 

ll 

P.E. Shell, Steno-Secretary, 11 

〔ブリスベーン〕

J.S. Russell, Assistant Chief, CSIRO Division of Tropical Crops and Pastures 

T.R. Evans, Principal Research Scientist, Cunningham Laboratory, CSIRO Division of 

Tropical Crops and Pastures 

M.].Fisher, 

B.D. Imrie, 

J
I
I
I
 

J
I
I
l
 

”
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P.C。 Principal Research Cunningham CSIRO Division of 

Tropical Crops and Pastures 

R.Ferraris, Senior Research 

M.C. Rees, Experimental 

淑邦，草地試より留学中，

J
J
i
l
 

Il~JI 

!! 

I.F. Fergus, Officer in .. Charge, 

R.E. Prebble, Experimental Officer, 11 • ・;; 

〔アリススプリングズ〕

G.Pickup, Officer-in-Charge, Central Australian Laboratory, CSIRO Division of Wildlife and 

CSlRO Division of Soils 

Rangelands Resarch 

D.J.Nelson, Senior Technical Officer, ）， 1, nリ

Supervising Technician, Australian Landsat Station (Central Australian 

在）

F.McEllister, Senior Technical Officer, Arid Zone Research Institute and Laboratories, 

Department of Primary Production, Northern Territory 

Malcolm Buddle, Manager, Hugh River Holdings 

［アデレード〕

G.B. Stirk, Officer-in-Charge, CSIRO Division of Soils 

W.W. Emerson, Senior Principal Research Scientist, JJ 

E.L Greacen, ガ JJ 

R.S. Beckwith, Senior Research Scientist, JJ 

B.Cartwright, ll 
JI 

R.H. Merry, Experimental Officer, I! 

R.French, South Australian Department of Agriculture 

G.Schrale, Senior Research Officer, 11 

W.E.Matheson, Senior Soil Conservation Officer, 11 

R.G. Fawcett, Division of Land Use and Protection, 11 

B.Asser, Co-ordinator, SAGRIC International, JJ 

〔パース〕

F.J. Hingston, Chairman, CSIRO Laboratory for Rural Reaearch, (Division of Forest 

Research) 

N.G. Barrow, (Soil Scientist), CSIRO Laboratory for Rural Research, (Division of Animal 

Production) 

N.C. Turner, Research Leader, CSIRO Dryland Crops and Soil Research Program, (Division 

of Plant Industry), Laboratory for Rural Research駐在
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じV.Malcolm, Research Officer, Department of W「esternAustralia 
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l、調査の目

目 1) オ

ることにあった C

を送

オーストラリ

よって

してあり，きわめてスムース

そこか

トラリアにおける

l
4
 

r

,

 rrL 

あるい

な‘

レ`
J

めることができ

てCSIRO

されたぐ~

Commonwealth Scientific and Industrial Research 

究機構）の組織

1926年メルボ！し Council for Scientific and Industrial Research 

し，と し， 1949年 CSIROと 2500人 7500 

人，オーストラリア全士に 100 なっている。

Executive ア

tJ
 

f
>
 

Office of the Executive 

and Evaluation 

Bureau of Scientific Services 

Unit 

及び次の 5institutes がある：

Animal and Food Sciences (畜産・食品科学）

Biological Resources 

Energy and Earth Rosources (エネルギー培地下資源）

Industrial Technology (産業科学）

Physical Sciences (物理科学）

訪問先のうち CIRCは科学サービス局に，植物産業部，熱帯作物草地部．水魯土地資源部，上

壌部，かんがい研究センターは生物資源学系に属する。

研究員の構成はできるだけ学際的に多分野にわたるよう考慮されていて，研究の深化と成果の

総合化の両立を目指している。たとえば中央オーストラリア研究所（アリススプリングズ）はエ

ネルギー及び地下資源学系の地下水部に属しているが，草地，畜産，土壌，植物， リモートセン

シングなどの各分野の研究員を集めている。
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Bureau of Scientific Servicesには次の 4 る。

l) Central Information, and Editorial Section (CILES) 

2) Centre for International Research 

3) Commercial 

4) Science Communication Unit 

(CIRC) 

1) は本部ど情報サービスがキャンベラにあり，中央図書館，

ルボルンにある。キャンベラにあるブラックマウンテン図書館は

ス令 ;氏‘

に当るわけで

ある。 2) は今回の訪問先なので後述する。 3) はパテント，商標，ノウハウ，

の他の商業案件を取り扱う。 4) は広報部で，本部とフィルムビデオセンターがキャンベラに，． 
科学教育センターがメルボルンに，またビジターズセンターがパークス

台にある。

の

Institute of Animal and Food Sciences (畜産・

DirectorはCSIROのExecutiveと同じくキャンベラの Limestone A venueにいる。 7つの

Divisions : Animal Health (本部メルボルン）， Animal Production (シドニー）， Fisheries

Research (Cro叫 la, シドニーの南郊）， FoodResearch (シドニー）， HumanNutrition (アデ

レード）， TropicalAnimal Science (ブリスベーン），と 2つの Units : Molecular and Cellular 

Biology (シドニー）， WheatResearch (シドニー）がこの学系に属している。 WheatResearch 

Unitは小麦の生産技術ではなく，利用加工に関する研究を目的としているようである。以上のほ

か， Projectfor Animal Research and Developmentが，この学系の所属になっている

地はインドネシアのボゴールになっており，オーストラリアの JICAとも芦ぶ、ロ Jへき Austrahan

Development Assistance Bureau (ADAB)に代って CSIROが運営しているプロジェクトで，

肉・卵の生産改良を目的としている。〔このプロジェクトは 1982年以降 CIRCの管轄に移さ

1983年版 "CSIROin brief "では，代りに Australia!National Animal Health Laboratory 

(Geelong, Vic. メルボルンと共にポートフィリップ湾に臨む都市）が記載されている。動物検疫

関係の診断，研究，訓練，ワクチン生産などを業務としている。

筆者の訪問先には，この学系に属する部は含まれていなかったが，パースの Laboratory for 

Rural Researchを訪問した際にあった SoilScientistはDivisionof Animal Productionの所属

であっ

Institute of Biological Resources (生物資源学系）

Directorは前記と同様キャンベラにいる。次の 8Division (部）を持っている。（ ）内は本部

所在地。

Entomology (Black Mountain, キャンベラ）

Forest Research (Yarralumla, キャンベラ）
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Horticultural Research (Glen Osmond, アデレード）

Plant Industry (Black Mountain, キャンベラ）

Soils (Glen Osmond, アデレード）

Tropical Crops and Pastures (St Lucia, プリスベーン）

Water and Land Resources (Black Mountain, キャンベラ）

Wildlife and Rangelands Research (Gungahlin, Barton Highway, キャンベラ）

この外， NSWのGriffithにCentrefor Irrigation.Researchがある。

3. 国際研究協カセンター CSIROCentre for International Research Cooperation (CIRC) 

首都キャンベラ市の中心街にある。 CSIROの国際的活動を調整する事を業務している。 CSIRO

が農理工と多くの分野をカバーしているが，その予算の 1/3を農林水産が占めていることを反映

して，ここで扱う案件の多くを農業が占め，しかも途上国に対する国際協力案件が大きな部分を

占めている。専門家の派遣と共に，外国研修員の受け入れも扱っている。費用負担はオーストラ

リア政府機関，相手国政府，国際機関で自らは予算を持っていない。職員数は 8人，従って CSIRO

の国際的窓口というべきものである。

4. オーストラリア国際農業研究センター TheAustralian Centre for International Agricul-

tural Research (ACIAR) 

上と同様キャンベラの中心街にある。ここはオーストラリアの農林水産技術者を途上国に紹介

する窓口で，政府（外務省）より資金を得て，現在約 60件のプロジェクトを持っている。そのう

ちのかなりのものが CIRCに流れて CSIROの海外活動になって現れているわけである。スタッ

フの中に現在 4人の科学者がいるが，将来 10人に増やす予定。

筆者らが面会した 1人 Dr.E. Craswell (土壌・植物栄養）は別の国際組織 InternationalBoard 

for Soil Research and Management (IBSRAM)のSecretaryも兼ねていた。

協力相手は ASEAN・南太平洋諸国，パプアニューギニアに集中しているが，サハラ以南アフ

リカ，南アジア，中国にも目が向けられているようであった。

5. 土壌部CSIRODivision of Soils 

アデレードの本部の外，キャンベラの BlackMountain, ブリスベーンのカニンガム研究所を訪

問した。アデレードでは南オーストラリア国立大学に，ブリスベーンではクイーンスランド大学

にそれぞれ隣接している。ブリスベーンでは熱帯作物草地部のカニンガム研究所の中に土壌部員

として同居しているが，グリフィスのかんがい研究センターでは SoilScientistと称していても

土壌部所属ではなく，あくまでもセンターの構成員とみなされている。パースの西オーストラリ

ア農林研究所では，かつての土壌部員が畜産部員，林業部員として研究所の構成員となり Soil

Scientistとして活躍しているなど，専門と所属の関係は複雑であるが，それぞれ合理的に配置さ

れているといえる。

キャンベラでは Dr. J. Loveday (Officer-in-Charge)から NSWの土壌のこと， 'Soils:an 

Australian viewpoint'というオーストラリア土壌の総括書のことを聞き，水田土壌化学の Dr.I. 
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R. Willett : ごあった。 し も
[

9

-
)
J
 

ここふー1/
r
 

ると

プリー

R.K Prebbleか

た外， Mr.E.L. 

withからリ

から vertisols

ことをきく。

ォーストラ l)

かこぶ、サンプルにつし〕て

~つしヽて, Mr. R.H. Merryから

し＼て， Dr.RS. Beck-

から

'Mr. 

してく

6, 

キャ

のプCl;ゾラ

CSIRO Division of Plant 

Black Mountainに

ていて，そ

r」を

Ginninderra 

をもカバーしている。

として 15

かんがしり

中 -p'、
の 0 万',オ-・スト

棉作，

からプログ

げこ。 PlantDr. Downs iこ

Mr. Pullenから

したことからう

Officer 

け入れ，送り出しの状況をみせてもらい，あとホホバに｀ついて

なファイトトロンに案内され，ホホバの，ドット栽培を見だ。現在 Qld.州

まっていると云う。ファイトトロンの -7 

している田代亨氏に，ギニンデラ

7 . CSIRO Black Mountain 

いが匁立ち寄り， TARCの出版物が届いているのを確認し

に案内してもらった。

はないかと云われ，前日，高橋参事官に案内された内陸湖なの

いジョージ湖を調べたいと云うと，事項カード〈ジョージ湖〉から，その堆積物を研究し

があるのを見つけ，それを水・土地資源部の研究室に取りに行った帰りに，数冊の参考文献を持

った，ジョージ湖を研究した事がある IkGallowayを連れてきてくれる。その説明で塩類濃度の

そいのは，閉塞盆地になった地質年代があまり古くないこと (2,, 3万年），雨量と蒸発

り大きくないことによるものという説明を聞き，二三の文献コピーをもらう。

Black Mountainには植物生産，七壌，水土地資源，コンピューター研究環境物理学の各部があ

るので，ここはその共同利用図書館である。

8. 水土地資源部 CSIRODivision of Water and Land Resources 

本部はキャンベラの BlackMountainにある。オーストラリアが日本の 20倍の面積を持ちなが

ら， 1500万人の人口しか扶養してないのは水不足のためである。それ故，水は最も重要な自然資

，この部は地表水を， Divisionof Ground Water Researchは地下水を研究対象としている。

①流域水文学，②土地資源，③資源管理の 3プロジェクトを持っている。もともと学際的傾向の

なく、
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い CSIRO

から構成されている。

も， ，植物3 土壌， などの異なる

ここでは，

Nixから

プログラムこそのサブ溶プログラム（農業／園芸）のリーダーである Mr.

t, てもそ

グラム

日

に関する情報，すなわ さ芍位つ

(crops)につ

かにしてコンピュータ

自然

を入れると，ある

植物ごとに 1頁に関係データ

を聞いだ

した印刷物がすでに

かるというモデルをつくることであ 'o)。

し)

グラムのランドサット らの図化を研究し

いるグループぶつくったグレートバリアリーフの地図が貼ってあっ

別

ラム

Mr. Pullen ， 『司 グラム

るDr.Bleekerから［パプアニューギニア土壌」ほか PNG 地形，

グ

ど を7 した。

編

くご:,・

小麦大麦エンバク、ソルガム
粗放作付巨］メイズ、ヒマワリ、アマ、

ナタネ、ベニバナ、ルーピン

集約作付
□ サトウキビ、ワタ、稲、ピーナツ、大豆
疇果樹、ブドウ、野菜、タバコ t;) 

図3零オーストラリア、耕作地
(Croplands, 1 976による）

，つかんがい研究センター CSIROCentre for Irrigation Research 

シドニー発のバス (Ansett Pioneer Express)にキャンベラで 13:00に乗りこみ， Yass,

Gundagai, W agga W agga, N arrandera (1時間休憩）， Yancoを経て， 17:40にGrifficeに着

ど、。

マーレー・ダーリング水系は，ほとんどが季節的河川か内陸閉塞水系であるこの国の水系中，
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I[の最大のも 0), あるいは

他の内陸平地の 2/3は水系涵養

ィスは支流 Murrunbidgee川の近く

ものである。 つふヽ
g

として 1916

連邦政府のかんがし

汰｝

し，つし i-c・Division of 

キ
ふ

9

、. を占めと

グリフ

し，その河水を利用するかんがし

まったのは 1922年で，初め IrrigationResearch 

Researchとなり， 1981年に現称にかえら

ェクトは水田 (wetiand)の生態学，かんがい畑作， ヒマワリ・サッフラワー

コンピューターによる作物生育モデル化，その他に大別される。所内で Dr.Smithより 小

と収鼠の関係について聞ぎ， Dr.Meyerからは付近の土壌について聞き,Dr. Muirhead 

からは水田のN揮散， P検定のことを聞く。所内の圃場で Mr.Whiteからライシメーター，

子水分計測定ピットなど見せてもらう。Mr.Blackwellは本所から :-lOkm

して，石齊による透水改良試験，移動かん水機をみせてくれた。

摘果機を見る。 Mr.R. Whiteは付近の農家 Mr.Irvinの圃場を一巡してく

りの Whitton

ブドウ園，プ~ ドウ

トウモロコシ

米，ヒマワリ，大豆をかんがいして栽培していた。水田跡には，ところどころガマが生えてい

水田として稲作を続けるとガマが重要な雑草になるというので，ガマの生態の研究がこのセンタ

ーの主要研究課題の一つになっていた。

婦途は 23:45に，この街を通過するバスに乗り，翌早朝 6: 15にキャンベラ着，直ち

って，シドニー行きに乗り，シドニーで乗りかえて，正午過ぎにブリスベーンに着く。

10. 熱帯作物草地部 CSIRODivision of Tropical Crops and Pastures 

プリスベーン空港で Mr.Evansと草地試からこの部に留学中の正岡淑邦氏の出迎えをうけ，直

ちにクインスランド大学のキャンパスに隣接する熱帯作物草地部に案内された。ここ

物は CSIROの同部の本部であると共にカニンガム研究所を兼ねている。この研究所はこの部と

土壌部とから構成されている。

この部は乾燥地帯を除く熱帯・亜熱帯オーストラリアの作物と草地を研究対象としている。

地は肉牛生産に力点をおき，新しいマメ科作物を基本とする草地の開発を目差している。畑作物

ではグレーンソルガムと大豆を主とするが，同時に新適作物の開発を目差している。

ここでも面会予定表がつくられていて，午前 10時半と午後 3時のお茶をはさん をこな

す。上壌部関係者については既に述べたので除外する。

植物育種・適応プログラムの Dr.Imrieは作物の耐乾性を高めるためには作期を 70~90日に短

くする必要があり，ブラックグラム， リョクトウ，カウピー，チックピー，ピジョンピー，アズ

キでその方向の育種がすすめられていることを聞く。

植物生理学プログラムの Dr.Fisherは正岡氏と同室で，水不足・高塩分への熱帯イネ科草とマ

メ科草の適応の研究をしている。高い水分ポテンシャルの測定ということから，近くの大学の温

においてある植物葉の水分張力を測定する器具の使用を実演してくれた。枝についたままの葉

の炭酸同化作用を測定する器具も見せてくれた。
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いすれもぎ タブル）， ピュ~心-.、タ ど をもっている。

プログラムの Dr.

をしていたことがあると• l"、う

シアJ)ポゴー

し，｝

いる。そ

か 1984年か,::,ケニア，ナイジェ）

れに関

（トウモロコシ又はソルガ

るふ

させ，生きたマル

る。

される。

DL 

し

ま：）たとし〉う。

ァーミングシステム」どし

マメ

る。

なNの大

作物播種後，

ぎおこ

Assistant Chiefであると

、一、ン ，昼食の時テー

: Dr. 

になり，ギンネム

く。ギンネムは

ミノ酸 mimosineを

のOfficer-

としてブリスベ

ことを

この作物の価値

あるア

していた。 Dr.Jonesはハワイのマウイ島

でミモシン毒性に耐性のある山羊のJレーメン液を入手し，その解毒能力がその中のグラム

こあることをつきとめ，更に検疫を繰り返して，その能力をオーストラリアの雄子牛に移すこと

した（，昨年，タウンスビルを訪問した熱研沖縄の北村征雄技官（現草地試）もこ

る。 Dr.Rees 

ある北オーストラリア を

グラム }
J
 

•9 

に

しようというプログラムである。

Dr. Rees vertisolでヒマワリ ）
 

A
V
1
 

と をかねて，マメ

作物 snailmedic (Medicago scutellata) を間作するとヒマワリ種子が増収すると云う。

同じプログラムの Dr.Russellは，この熱帯作物草地部の前記 Dr.Jonesと並んで Assistant

Chiefであり，かつ CunninghamLab. の一研究員でもあるわけである。この人の講義はオースト

ラリアには不良土壌が多いので，マメ科作物を導入した，そしてマメ科草地をつくって，除草剤

して作物を播種するという輪作を始めた， という内容で， この方法はすなわち，前述した半

ファーミングシステムで，ケニア，ナイジェリアにも普及させようとしているもので

ある。

Dr. Ferrarisもまた，この部の人で，エネルギー特用作物であるスウイートソルガムと guayule

を研究している。スウイートソルガムは多年生で糖含量が乾物当り 20%で（サトウキビは 50%), 

アルコール原料として用いられる。サトウキビに比べ，より乾燥した地域に向き、高収で飼料に

よい，干ばつ中は生長休止し，雨が降ると再生する。夏雨に適する。

グアユールはゴム採取用で，植物全体を砕いて，水で抽出するか，あるいは溶媒で抽出し，樹
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脂とゴムを採る。こ

ストラリア，インド

メキシコ，アルゼンチ~ ン，アメリカ，

中・

フリ，'✓' +、--＄人！

り

l / ~. ¥'  らなし心メキシコ

の乾燥地帯に適する。ホホバはオーストラリア｝
・
｝

~
，
~
 

り〉

Rock" 
）吟

V- ので，生 くなし)の

てくれた。

園内

］日半の訪問の間に 10人から講義を聞いたの、へ 9

クインスランド大学構内，マウント・クー

ら，夕陽の市街が一望できた。時間が遅くて入れなかっ

熱研の円形温室の原型かと思われるようなドーム型の温室があった

さ
~
c

し
こ

cal Display 

lL Ayers Rock 

ブリスベーンから西へ 1900km, ほ にアリススプリングズがある c

かえて

テルに着し〕たの

338 kmにエヤーズロック

2
 

る。

る。朝ブリスベーンを し， Yulara Resortの

サンセットツアーに参加し

て） のエヤーズロック る。そして日没の瞬間をはさんで 1~

にかか

くの

7' ~o 

工ヤーズロックは長さ 3km,幅 2.5km,高さ 335mの 1枚岩である。 2

前の堆積岩で，摺曲のためほとんど垂直に近く立ち上がっ

によって，水平に近い平原になった周囲の半砂漠の中に，インゼルベルク

たものであふ砂岩というが，礫を含む部分もあり，緻密で固いところから，

のと想像される。周囲の平地は赤い砂で，まばらに草，低木が生えている

に降った雨がおちるので湿気が多く，泉も所々にみられ， にく

ふ＞、4

/
 

l
J
 

し＼

゜
12. 中央オーストラリア研究所．北部連邦直轄地一次産業省乾燥地帯研究所 CSIROCentral Aus如

tralian Laboratory及び N.T.Dept. of Primary Production Arid Zone Research Institute & 

Laboratories 

アリススプリングズは周囲 1000kmにおよぶ荒野の真中にある。 1827年南北オーストラリア

を結ぶ電信中継地として始まった町で，いわゆるオーストラリアのグレートアウトバック（奥地）

の中心である。人「］約 2万人，原住民も多い。その南部に上記 2機関が隣接している。

中央オーストラリア研究所は， CSIROのInt.ofEnergy and Earth Resources Div. of Ground-

water Researchに属し，この本部は Perthにある。研究所は半砂漠レインジランドの管理につい

ての研究センターと称されている。

牧野 (Rangeland)について

Rangelandは牧野と訳せるが，家畜放牧の有無にかかわりなく，草木がわずかでも生えていれ

ば，そう呼んで差し支えないようである。この地域における家畜飼養密度の最低は 20haに1頭の
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皿皿 MitchellGrass 

巴 _Spinifex□ Low woodlands (including mulga) 一ChenopodShrublands (saltbushl ロ
図4• Rangelands (牧野）の分布

(Mitchell grass:Astrebla属 Spinifex:Triodia属

Mulga: Acacia aneura、Saltbush: アカサ科の低木、ハマアカザ等）

皿皿 Beef

亡コ Wool

巨 Unoccupied

口
図5.牧野の利用

(CSIRO Central Australian Laboratoryの資料より）
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あるいは 5haに1

合が多いわけである。

る。従って牧野とよんでも， うことがなし

オートラリアの 3/4は乾燥・半乾燥地で，ヨーロッパ人がここに入植を始めたのは僅か 100

る。その人口密度はきわめて低かったが，多数の羊や牛をともなったので，その土壌と

に，計り知れぬ衝撃を与えた。すなわち過放牧が植生と景観を劣化させ

半乾燥・乾燥地域の約半分は無住地である。他の半分の大部分は共同放牧地

いる。そして最近，この地域に観光業，採鉱業が重要性を増してきている。

この牧野でオーストラリアの牛 20%, 羊 22%が飼養されている。そし

れている。面積当り生産性，家畜頭数当り生産性は，他の多雨地帯のそれらと

こに住む 10万人の牧畜関係者（これは全人口の l%)が，国の輸出収入の 10

いることで，労働人口当りの生産性は高いといえる。

となって

は輸出さ

て低いが， こ

して

レインジランドの自然：アリススプリングズを例にとると，年雨量は 260mmで，その 70%が

に降る。その半分は 12mm以下の無効降雨である。当然夏は蒸発散量が大きいから，植物の生

育期間は非常に短い。その広大な平坦あるいは波浪状の半砂漠地帯には Spinifex(Triodia ba.~ed

owil), mulga (Acas如 aneura)あるいは Mitchellgrass (Astreb幻sp.)が生えている（図参照）。

沿革： Alice Springs Field Centreが， 1953年設置され，当時，調査の基地となった。その後，

研究者が駐在して，低品質の植生を改良するために植物導入やかん水技術の研究を始めた。そし

て，いくつかの高収量の草種を発見したが，広大なレインジランドを変えうる経済性は発見でき

なかった。 1973年に至り， CSIRODivision of Land Resources Mangementに編入され， 1979

年 TheCentral Australian Laboratoryが開設された。現在， CSIROの他の部および外部の機

関も共同使用している。例えばLANDSATのオーストラリア受信局が敷地内にある。

見聞記：ホテルから電話すると Mr.Nelsonが車で迎えに来てくれた。町から約 8km。研究所

に着き，廊下で主任の (Officer-in-Charge)のDr.Pickupに挨拶，ランドサット室の Mr.Douglas 

の説明を聞いているところに，事務室の人が内山氏宛て，日本から郵便局に電報が届いていると

いう。それで面接を中断して街に車で送ってもらい，郵便局で電報を受け取ると，内山氏の土壌

持ち帰りに対する植防の許可の件で， 2人とも安堵の胸を撫で下ろす。又引き返し，直接 North-

ern Territory政府の一次生産省所属の乾燥地域研究所の果樹園に行き， McEllister氏の案内を

受ける。主なものはブドゥ，オリーブ，イチジクなど，それにナシ，プラム，アプリコット，ネ

クタリン，ピスタチオ，ホホバ，グアバ，アボガド， Ber,ザクロ，オレンジ，グレープフルーツ

が試作してある。 Berというのがよくわからないので質問すると，あとで文献をくれた（註）。こ

この地下水の ECはllOOμS/cmという塩類を含んでいるが，かんがいに利用可能な範囲である。

ブドウを摘んでみると，黒も白もやや小粒ながら甘い。ビニールハウスの中にカキ，マンゴー，

グァバの苗がある。冬は一6℃（日中は 20℃)まで下がるので熱帯果樹は地上部が枯死するという，

それで露地のグアバはこの半年間に伸びた分だけでブッシュ状になっている。とにかく水さえあ

ればいろいろの果実が豊かに熟れるので，ここの条件にあった果物，野菜を生産して，アリスス
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プリングズ，工ヤーズロックなど観光地に出そうとしているのであろう。

:30℃をこえた猛暑であるが，汗が流れないので，すごしやすし もどり匁

N. 

らなっている。

こ
こ

、i
A

Buddle してく

Stuart Highwayを

にソルガムとアルファル7アを

プリンクラーで，かん水しながら栽培していた。

農場面積は 60ha, フルタイムの作業員 2人，臨時に 2 めである。

は300mボーリングしており，水が地下 100~80mまで吹き上がり，それを点ンプアソプして

いた。ディーゼルのターボポンプで 20~30ガロン／時の能力があるという 0 ::: 

Creek Cattle Stationがあったところで， 3年前からこの事業が始まったとしふう。 1,. プリンク

ーはぐるぐるノズルを回転させながら，畑に張ったワイヤーに従って 48時間で

こうの端まで 600mを移動するのだという。屋根だけの倉庫には乾草ベイル

ている。競走馬（仔馬，時に牛用にもなる）の飼料として売られる

用水の水を放水弁を開いて噴出させて見せてくれた。味わうと全く塩気のな

住宅に招じられ，お茶をごちそうになる。 TV,冷蔵庫，冷房，オーブン等あり，

ら向

され

かんがい

り
~
ぐ

のケーキを出される。そこにいた幼児の外，学齢の子供がおり，ー室に学校ラジオの設備があり，

それで学校教育を受けている由であった。基地はアリススプリングズにある。アリススプリング

ズはまた，有名な“フライングドクター”発祥の地で西郊に創始者 Dr、Flynnの記念碑がある

この制度は全土に 5カ所の基地を設け，内陸奥地のいかなる地点にいる もラジオによる

請があれば。 2時間以内に飛行機でかけつけて，病院に収容できるという。

この農場の往復の道筋は典型的なレインジランドで，ゆるやかに起伏する斤と

もほぽ平坦で，その中央に涸川筋が識別される。そして OrangeCreekと立て

する。

13. 南オーストリア州農業局 SouthAustralian Department of Agriculture 

住所： G.P.O. Box 1671, Adelaide 5001 South Australia (25 Grenfell Street, Adelaide 5000) 

当初の訪問予定には入っていなかったが， CSIROCIRCの予定表に組み人れられていて， 2月

26日アリススプリングズから 1時間 50分でアデレードに着くと，空港に CSIRO土壌部主任の

といって

っていたり

Stirk氏が出迎えてくれ，市街の中心にある表記の州農業局に案内してくれた。高層ビルの中の数

階を占めていた。ここで聞いた講義と持ち帰った資料は，今回の乾燥地農業調査の目的にふさわ

しいものばかりで，予定外の訪問先であるのに， CSIRO側の配慮によって大きな収穫があった。

o Dr. R. Frenchの話（農業局の組織）

* Mr.Frank McEllister. Department of Primary Production. P.O.Box 2134 Alice Springs, N.T. 5750. (Arid Zone 

Research Institute & Laboratories, South Stuart Highway, Alice Springs) 

**Ber: Z匂phusmauritiana Lank, インドナツメ
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に2人の次長（資源担当，業務担当）がおり，寅V尉旦コ仄長且官埋酋I)ド］か口隅し，

る。この中に Ecm1micsDivisionが含まれている。

に農林助成，

域部の 3つがある。

し，別 ビス サ

Resources 

Soil Labora-

tory, 

Plant Resources 

Plant 

Plant Breeding/Biology : Diseases, 

ビス部 AnimalServices 

Animal 

Animal Health 

地域部は州内を Central, Murray Northern, South-Eastの5 てサ--・

ビスする る。

よると 1087人，アデレード市内にこの本部の外， Central Veteri沿

nary Laboratory, Quarantine 

Research Centerがある。

J廿内には地域本部 5,Research Centres 12, District Offices 

Pest Eradication Unit り，

2, Fruit 

Fly Road Blocks 4, Pest Eradication Unit 1, Plant Introduction Centre 1, 

Laboratories 2がある。

わり，明日午前中にまたここ る予定をとりきめ，French ってく

タクシーを拾ってホテル TheMeridien Lodgeに帰る 3

o Dr. Gerrit Schrale (Irrigation担当）の話

翌 27日Dr.Fawcettがホテルに来てくれ，昨日の本部の French氏の部屋に案内してく

初めに Schrale氏の講義。オランダ系というので，筆者が昨年ワーゲニンゲンに行ったと云うと，

農業大学に留学し，筆者が昨年あった ILRIの Bos氏， Someren氏の研修コースに出席したこと

もあるという。

同氏の学位論文（メルボルン大学）の内容であるアーモンド園のかんがいについ

現在オーストラリアはアーモンドの国内需要の 50%しか生産できないの

る。用途はナッツと製菓用である。

話を要約すると，冬，かんがいに使われないため，川に水が流れる時期 (8, 9月）にアーモ

してくれ

な果樹であ

ンド園にかんがいして 3mの上層に 350mmの水をためこむ。降雨量は 150mmなので合せて

500mmの水が得られる。河水は 10m揚げればよいが，井戸水は 100m揚げる必要があり，経済
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的には河水の方がはるかに女い。

DrこRG.Fawcettの話

Fawcett氏は本部の北東 6kmのNorthfield Laboratories している。そ

れ を北アデ!/--ドのホテルま くれたものであろう。氏はアデレード

70 krnの Lamerooにある農家『v丘 F.

してくれ

南オーストラリア州やビクトリ

作物・

ぅ又

るので，

：自

この両者を組合せて試験した。結論は 1)残演すきこみ，

草剤費用，収量のいずれか，又は双方において経済的にすぐれていた。

り収鼠がかなり低かった。このほ

刈取り）

また

くら

れている。

o Mr. Bob Asserの話

ーストラリア州農業局の国際協力担当部門は SAGRICInternationalと称する会社の形を

とっている。その方が，活動の自由度が大きいという。主として冬雨型か半乾燥地中海性気候下

の農法として， この小卜1で完成された leyfarmingの技術とこれに付随する種子，機械などを

えることを目的としている。 ジェクト，又は短期コンサルタ

ント派遣の対象国はイラク，シリア得チュニジア，アルジェリア，モロッコ，ョルダン，リビア，

エジプト，サウジアラビア，イエーメン，オマーン，中国，スリランカ，メキシコ，ブラジル，

西サモア，アルゼンチンである。実例 と北部イラクでの農牧開発計画，中部イラクでの

かんがい展示／訓練センターの設計，チュニジアでの中位降雨地域ドライランドファーミングプロ

ジェクトの設計などである。ここでは海外から研修生をよんで RoseworthyAgricultural College 

（アデレードの北 50kmにあり， 1883年創立のオーストラリア最古の農科大学）で Dryland

Farmingのコースを実施している。

あとで，この小卜1のFarmingsystemを紹介するビデオ映画をみる (16分間）。このあたりは霜期

間が 20 日間位あり，—4℃ になるので果樹の種類は耐寒性の点で制限されるという。

o Matheson氏の話

マセソン氏は植生サービス部の SeniorSoil Conservation Officerである。スコットランド系

120年前に渡来したという。ホテルでシャワー浴びた時，石けんが全く泡立たなかった

ことを云うと，この市の水道水は硬水で，かつ水源はマーレー川の下流であるため農工鉱業によ
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る おそれもあるとし □う。

ーストラリアJ'H

250-400 mmの穀作地帯，

？＂ きる。北の そ

そ

でいたところで＄人間と共に 2

が＼汀~. 牧羊の

はきわめて小さく， 1km"当り手 40頭，牛 2.5 ある。

その南の天水穀作地帯は 19

あること，ついでマメ

を維持するのにリン酸施用が必須で

された。1950

て らノ、9
¥

した。マメ として

初め Subterraneanclover が用いられたが，これは酸性土壌にはよ\~が，アルカリ土壌にはよく

なかったので吟 Medicago(Medic) アルファルファ類が賞用されるようになった。

リン鉱はナウル島，クリスマス島，フロリダ産のものが用いられるが，クイーンスランド州に

もリン鉱床があるという。微量要素では Cu,Zn, Mo, Mn, Coが問題になっ

2月 27日午後， CSIRO土壌部主任 Stirk

員数氏から講義を聞いたが，それは前述 5)し

ついたものではなかった。そういうこと

えにぎてくれ，土壌部に案内され，

りである。そして内容は直接乾燥地農業

されたので CSIRO側は，筆者のアデレード

を南オーストラリア農業局においたも (j)であろう。

2月28日アデレードから 3時間 5分でパースに着く。時差が 1時間 30分あるので 10:35に出

たのにまだ 11:00なり，パースの飛行場から街まで連絡バスがある。運転手は客のホテルを聞い

ておいて次々降ろしてゆく。ホテルを予約していない客はバスにおいてあるホテル一覧表をみて

を考えて申しでると，そこに止め，客がフロントで空室をたしかめるのを待ってくれる。予

約なしでもみな無事室がとれて降りてゆく。自分が日本から予約していったリバーサイドホテル

は道順の最後。午後，街まで歩いて西オーストラリア博物館を見る。鯨，恐竜，イン石，悔の生

物，石曹の結晶セレナイト，昔の自動車，アボリジニの生活を示す古い写真などの月並な博物館

的な陳列のほかに，階段や手すり，部屋など建物そのものから開拓時代のパースの生活を示す展

示館が面白かった。西オーストラリア州が兵庫県と姉妹朴Iであることを示す展示もある。明るい

街である。この街が“世界—•美しい都市”と呼ばれたのは，人工かんがいなしにはユーカリ以外

どんな植物も生育できないこと，—-木一草にまで人手が行き届いているためであることがわかる。

14. CSIRO地方農林研究所 Loboratoryfor Rural Research 

市内のホテルからタクシーで 15分ほどで郊外の FloreatParkにある研究所に着く。受付けで

しばらく待たされた後，出勤してきた (Chairman)Dr.Hingstonに会い所長室に通される。この

研究所は，動物生産部，森林研究部，昆虫部，植物産業部の研究員から混成されている。このほ

かに鉱物部，地下水研究部のそれぞれ本部もおかれている。そのほかの部も同居しているようで

あったが，それは確認できなかった。 CSIROの部長を Chief,地域研究所主任を Officer-in -
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と呼んでt)る 戸,,ベ
J,, ヽ匁 をChairmanど． のであろう。 De

ある。しか

た部の 2

し.l
・・・-ふ八

(. 9 ¥ 

して＼ご，ユーカリ

N固定菌根などがテーマになっ

もらっ

lる!タユーカり

による。

}

-J
 

で）しi き，しばらく，

u Dr.N.C. Turner 

ターナ

どし

t)こと， 2)

次の Turner

てある。

゜
ス3

ス

は ResearchLeader, CSlRO 

Floreat 

20,.30 m ものび

WA  

and Soils Research 

し才玄
1

である。

レJ

とぁ

牛肉の値

る

り，豆をとっている。その豆は油はなし

9レーピンをつく

あるので，ビーンカ

ド＇

蛋白は 24% 

90%は飼料と

いる。このルーピ‘/ (Lupznz1,5 

のない

は30 }

｝

 

~9,,

9 

ーロッパ

され， 15

されて

ら毒性

7, 
~0 

o Dr.NJ. Barrow 

バロウ氏は動物食品科学系の動物産業部に所属している。もともとヒングストン氏と同様，土

，しかも，かつてのヒングストン氏と同様，粒状体（土壌を含む）によるリン酸吸着を

研究していた。

ルとし iうと

よるとバースには

としてとるものと，

Mineral Unitがあると書いてある。ミネラ

飼料を適してとるものとが考えられるが，

もと土壌中にあったもの，または肥料として与えたものであるから， ミネラル研究の中

に土壌のリン酸吸着があってもよいのであろう。

バロウ氏の論旨は，ヒングストンらの研究を含めて従来のリン酸吸着はすべて粒子の表面で起

る事象として把握しようとした。例えばヒングストンらは粒子表面に吸着場所が， site1, site 2, 

……とあり， sitelの吸着力は site2の吸着力よりはるかに大きいとし， sitelが満たされると 2

に着くというふうにうめられてゆくと考えた。日本のリン酸吸収係数を説明する場合も

に幾重にも 1)ン酸が吸着されている模型を考えている。バロウ氏はこれを表面に吸着されたあと

拡散により粒子内部に移動し，周囲のリン酸濃度が低下すれば，逆に内部から表面に移動し，

面から培地中に拡散される（脱着）と考えると，吸着・脱着曲線の違いをよく説明できるという

のである。この説はリン酸のみならず硝酸，セレン酸，モリブデン酸，ケイ酸の吸着・脱着にも

適用しうるという。この説ぱ Advancesin Agronory (1985) にのせるといって原稿を示された。

0西オーストラリア農業局の C.V.Malcolm氏
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に入っていなかった キャンベラの植物産業部の Pullen氏から されてい

ので，ヒングストン氏が電話して会わせてくれた。フロレアート・パークから市街にでて，

にひろがるスワン川のつくる湖のくびれ部にかけられた長い橋を渡って，南パースに行く。

ここで「小麦地帯の塩性度」と「塩性地の再生と土壌保全のための植物目録」をもらう。両方

とも著者はマルコム氏で，後者は 24カ国に行って収集した砂漠につくりうる耐乾性又は耐塩性植

物の目録で，学名，普通名，採取国，地方，生育地，その他が表小されている。主な採取国はア

ルジェリア，アルゼンチン，アメリカ，チリ，イラン，イラク，イスラエル，南アフリカ，スペ

イン，チュニジア， 卜）レコおよびオーストラリアである。
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はニューサウス,;,エールス(、NSW)とビクトリア小什農業部，

，より コンピューターによる システム SIRAGCROPの

その他と

をすすめて

いる。

SIRAGCROPは南西オーストラリアのすべてのかんがい作物の

供しようとするものであるが，初期の研究はかんがい小麦の管理のため

る情報と勧告

った。 CSIRO

研究は Griffith 、(の Whittonを中心 れにこ マランビジーか

しだものである。こ 0)システムの第 1部，かんがし この

スト中である。こ 生育段階，その他の条件のかんがい適期に対する
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果を予言するものである。 SIRAGCROP

に関するものになるであろう。

2竺クインスランド
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プロジェクトに
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順 diata

中
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る

自

5噌闘芸研究部はブドウ

えられている。こ

に

、と

ものであろう。

更新の水文学的因果関係につい

るが，その中に NSW南岸のユーカリ林の水利用についての研究があり， CSIRO

地下水研究，水土地資源の各部が協力している。

炭素の交換過程についての理解を深めるもので，森林管理法の基礎となるものである。

プログラムの一つとして

している。つるは 1.4mの

Pintお

lOmの高さ
... 

と

.
l
J
 

ぇ，その 0.5m

i

”

 

,fi 

のだめのブドウつ

を用いて

裾広がりになるように剪定して，機械収穫に適した高さに実がなるようにする。Sultana

ワイン用ブドウ品種の収量は最少剪定法によるものが，慣行剪定のものより確実に高く，すでに

この方法は商業的にも受け入れられている c 剪定と収穫というブドウ園で最も経費のかがる作業

の機械化はオーストラリアのブドウ栽培業の今後の経済可能性を保証するものであろう。

その他の革新技術

6 —熱帯作物草地部では，広範なマメ科牧草収集の評価において， Indigo/era, Tephros1a, Crota幻r-

ia, Cassia属の有望無毒種を同定するためバイオアセイ法を用いている。これらの属の牧草

以前は家畜に有毒ということで無視されてきた。生産性の高い飼料木Leucaena(ギンネム）

害物質を解毒する）レーメン細菌を海外からオーストラリアに導入する試みも行っている。更にオ

ーストラリアの新しい豆になる可能性のある guar(Cyanopsis psoralioides)の研究も行なってい

る。guarはまた種々の産業に利用できる galactomannanの資源でもある。これらの研究プロジェ

クトは小卜1の関連局と連絡して実施されている。
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7舟直物産業部は YatesSeed Ltdと協力して耐病虫害性，耐冷性ヒマワリの改良を行っている。

園芸研究部は小卜1の各局，ブドウ栽培業者．ワインメーカーと共にオーストラリアワイン，干ブド

ゥ，生食用のブドウ品種の育成，評価を行っている。黒色で軽い赤ワイン用の品種 Tarrango

表に続き，更に 2品種発表した。 Tamingaは高収白ワイン用種， MerbeinSeedlessは多目的の白

色，タネなしプドウで，現在オーストラリアの多目的品種Sultanaより確実に多収である。園芸

部は耐真菌病性，耐塩性ブドウ品種育成の可能性を探っている。耐塩性は単一優勢ジンに支配さ

れるが，目下幾つかの有望選抜種を評価しているところである。

8ー学系／産業連携の多くの事例としては N,P, K欠を迅速診断キット，選択除草剤の市場性，

穀類シスト線虫の簡易バイオアセイ法の実現性，ナシノヒメシンクイ (orientalfruitmoth)防除

のためのフェロモン発生器の製品化，耐風化性リョクトウの育成，新しいリン酸肥料のテストな

どをあげることができる。

9 —研究推進に利用される新技術は次の如くである：

・根圏ライシメータが粘質土壌の根圏の動的研究に用いられている。（かんがい研究センター）

・ラセミ化度の測定による土壌中の貝殻のような有機物の年代測定。（土壌部）

・組織培養法がブドウのベト病耐性の迅速選抜，ウイルスフリー繁殖，ブドウ，柑きつ， quandong

（ホルトノキ）のミクロ繁殖，アボガドの胚培養に応用されている。（園芸部）

・辺地で用いられる低価格，自動太陽発電気象記録ステーションが開発された。（熱帯作物草地部）

窒素研究

10-オーストラリアに限らず，どこででも窒素不足が植物生育を制限し，学系の多くのプロジェク

トは作物，草地，森林の状態の理解と改良に関するものである。林業研究部は砂質土壌の松植林

地の設定に当り，松苗と一年性ルーピンの間作を研究した。］レーピンにより固定された窒素は繰

り返し施用された大量の窒素肥料と同等の効果があっだ。更に肥料とは異なり，対照区に比べて

ルーピンは土壌表層の全窒素と有機物を 30-40%増加した。

11—土壌部は小麦／草地輪作と小麦／エンドウ輪作における窒素の移動と変容を比較する圃場試

験を開始した。研究者は重窒素を用い土壌と植物を通しての窒素の動きを追跡し，この動きに対

する耕うん方法や温度一水分系の効果を測定している。

12ーまた， Casuarina(sheoaksモクマオウ）属の樹木が相当量の窒素を固定することが話題とな

り，土壌，林業研究部は他の研究所と協力して ACIARの支持を得て， Casuarinaの種を途上国に

導入し，薪材とし，土壌保全と改良の手段とすることを研究している。植物産業部も ACIARと共

同し，アジアの作付体系からの窒素の損失の研究を，生物的窒素固定の測定法の開発と評価を実
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している。

クテリアの中に

れているような

このプロジェクトはこの問題の原因を明らかにし，

を開発しようとするものである。この部はまた Ordかんがし

も研究している。

病虫害

と協力し し，

果をあ

駆除法を開発し，

め

ぷ
ノ、ヽq、Vレヘ

~
9
し

える

ジェクトとして

につい

200トンまでの速度で通過し，完全

る。例えば，これを輪出基地に設置して，船積み前

殺虫剤の使用による問題をさけることができる。当部はまだビクトリ

力により，穀物貯蔵混合ガスの移動発生機のテストに成功した。これによっ

ら200km以上も離れた穀物貯蔵所まで運ぶ必要がなくなるのである。

l デいし'、, ,ヽ）。

における水と

ペ｝

して成功をおさ

スを

は簡単ですぐれた熱サイフォン (thermo-siphon)を発明した。こ

貯穀槽に取り付け， くん蒸の時にフォスフィンガスの分配を加速するものである。若しこういう

ものを付けないとガスがまわるのが極端に遅いのである。このプロジェクトはビクトリ

と共同で実施し

16-当部の多くの貯穀研究は先進的なもので，かつオーストラリア以外の国々にも関係があるもの

である。それで当部はオーストラリア国際農業研究センター (ACIAR)と提携し，途上国への普

及を計り，また密封プラスチック囲いでの貯蔵を含む貯蔵穀物保護の新しい技術を研究している。

17ー当部はまた多くの雑草と害虫についての生物的防徐に成功をおさめている。 1981年 Mount

Isaにおいて Salvinia(世界最悪の水生雑草と考えられる）をブラジルから輸入した salviniawee" 

vil (サルビニアゾウムシ）で見事に防除に成功したのに続き， UNDP(国連開発計画）とパプア

ニューギニア政府と共同で， この雑草のために漁業，食物採集，水運（このあたりの主要交通手

段である）が妨げられていた Sepik川にこのゾウムシを放した。始めの放飼の効果はほとんどな

かった。当部の研究者がゾウムシが窒素に富むサルビニアを好むことを発見し放飼かごの中に

素肥料を加えてやると，ゾウムシ個体数はみるみる増加し，かごを開くとゾウムシがまわりの雑

草をどんどん食害しはじめたのである。このセピック水系の 4つのラグーンて相当な防除効果を
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あげているが，自然の分散と人間の促進により，ついには 200ばかりのすべてのラグーンにゾウ

ムシがひろがるであろう。当部はサルビニア絶滅運動を ACIARと共同してスリランカにもひろ

げるつもりである。

18ー当昆虫学部の主要）レーサン生育地域における害虫 Spottedalfalfa （アリマキ） -
｛
3
 

生物的防除運動はアリマキ感受性の品種が生えている場所においてさえ，ほとん

要をないまでに虫害を減らした。これはオーストラリアで初めの 2年間にこの虫のために費した

200万ドルに比較すると，非常に満足すべき成果である。更に熱帯作物草地部はクイーンスランド

朴I一次産業省と共同研究を行い， 2つの病害とアリマキ害抵抗性をもった，ルーサン 2品種，

TrifectaとSequelを発表した。

19ー野生動物牧野研究部はヨーロッパハッカネズミ研究プログラムを持っている。このネズミは時

として農村地域に疫病をもたらす。プログラムの目的は悪疫が何故おこるのか，その発生の予察．

防除方策開発の基礎をつくることにある。

分子生物学と遺伝子操作

20 a-生物資源学系の昆虫学，園芸研究．植物産業の 3部が分子生物学研究の最前線に位置してい

る。この分野は植物と動物の生長，発育，再生の過程を理解し，それらの過程を人間の利益のた

めに変換することに新しい展望を与えるものである。

b—この仕事の主目的は，従来の育種の手法を補完するために植物又は動物に直接に有用遺伝形質

を導入しようとするものである。例えば高収だがサビ病にかかり易い小麦にサビ耐性遺伝子を入

れることである。しかし分子生物学の可能性はこれよりもっと広大である。

cー分子生物学の目標は個々の遺伝子や DNAが生物学的過程を制御するメカニズムといかにして

遺伝子或いは DNAの変化が発育過程に影響するかを理解することにある。特に興味あるのは，殺

虫剤，除草剤，あるいは病害抵抗性の発達に対する特殊変異のような生物体におこる変化の研究

である。若しこのような変異をおこす遺伝子と DNAの正確な変化と細胞内において，それらが異

なる発展径路をつくり出す過程が明らかになれば，我々は我々の利益のために自然をよりよくコ

ピイできるであろう。

d—例えば牛ダニは有機リン殺虫剤抵抗性になっている。この場合の遺伝子的変化の内容は，酵素

機能の変化であることが知られている。人間の立場からすれば牛ダニの抵抗性の発達はのぞまし

くないことであるが，農薬散布にさらされる人間に有益な生物の抵抗性は有用な性質である。

分子生物学者はいかにして生物間にそのような性格を移行させるか，或いはいかにして目標の

生物にそれを引き起こすかを知ろうとしているのである。

eー分子生物学はまた生長に影響する化学物質の作用の型を明かにしている。最近植物産業部は植

物遺伝子へのホルモン作用を初めて展示した。すなわち，分離した大麦糊粉層が植物ホルモンジ
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ベレリン溶液中で培養さ ，遺伝子生産物 mRNA にも増加するという

ことである。

f—他の多くの応用の可能性がある。例えば，植物産業部はアデレード大学生物化学部と共同して，

DNA組換え法を用いる植物ウイルス迅速診断法を開発している。この仕事は国のバイテクプロ

グラムの支持を得て進められている。このアプローチ すでに示されている。アデレー

ド大学のグループは以前に園芸研究部と共同して，アボカド sunblotch(日焼け）病ウイロイドの

存在に対してアボカド樹を迅速に選別する相補 DNA分子試験法の開発に成功した。この方法は

新導入アボカド品種の検疫に必要な時間を数年から数日に短縮した。これは多分DNA組換え

を農業に応用した最も早い例の一つである。

g—分子生物学における技法の開発と過程の理解について大きな進歩がみられた。例えば園芸研究

部における最近の発見，植物細胞の遺伝的区分ー核，クロロプラスト，ミトコンドリアーは DNA

配列相同性を持っている，これらの部分の相互作用の理解とそれらの遺伝子操作に対する可能性

を変えた。

h—数年前には分子レベルでの遺伝過程の発見とされた多くの事がもう日常に用いられている。と

ころで昆虫学部は他の形の遺伝子操作を用いて sheepblowfly (羊クロバエ）の防除の研究を続け

ている。当部の生態学者，遺伝学者，生理学者のチームは野生群に致死因子を持ちこむ遺伝的に

変えられたクロバエの放飼により羊クロバエを防除しようという大規模野外実験の準備を終っ

た。この実験は 1984~85 年夏，キャンベラ南東の Shoalhaven Valleyの250km2以上の地域で実

施される。

iー今や，致死因子がハエ数に及ぼす効果を測る標準クロバエトラップで捕えたハエの数を数える

準備が整った。捕獲数は種々の環境要因に影響を受ける。また毎日とれるハエの数は直接ハエ個

体の大きさを反映しない。しかしながら，温度，風速，相対湿度，太陽放射などの要因の相対的

な寄与度は測定されており，ハエ個体群の大きさの真の変化を予測する直線式に組み込まれてい

る。

集水域，土壌及び侵食

21ーオーストラリアにおいて，農業・林業の実施が土地に何か望ましくない副次効果をもつこと

がある。急斜面の広範囲の林木の伐採は土壌の安定性を損ない，ひどい侵食を引き起こす：かん

がいを繰り返すと植物の生育に有害なように土壌構造と塩性度を変える。数部にわたる当学系の

プロジェクトはこれらの問題の原因と対策を研究している。

22一植物産業部は原生種の草地及び森林群落の生態学における水利用を研究している。この研究

を拡大すると自然植生を外来草地と森林で置き換えたことによるニューサウスウェールズ小卜1の

Shoalhaven川の流水量の減少を予測するシュミレーションモデルができる。

23一水土地資源部は他の数機関と共同で国立土壌保全プログラムの財政的支持の下に，皆伐と残
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も
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動物の巣穴

さぬようにすべぎで， それ故， こ

る。多くのオーストラリア

と

。連続した た

うんは深さと回数が制

限される。もう 1つのミニマムティリジプロジェクトは熱帯作物草地部がノーザンテリトリー

(NT)のKatherineで実施している。当部は NTの一次生産省と協力して，一連の無耕うんプ

ランターを評価し，マメ科を基礎にし応農業生産システムに用いて最も有効な 1機種を選定した。

このプロジェクトは穀粒と牛生産システムに統合され，受食性の高い土壌の保護と窒素施用量を

減らすことに役立っている。

26--NSWのWhittonで．か ンターは側方走行型かんがい機でオーストラリア

く用いられている回転センターピボット（中心軸）型かんがい機を置き換える実験を行っている。

センターピボットンステムは多くのオーストラリアのかんがい上壌で問題を起こしている。それ

はピボットの端末ガン（噴霧口）の大きい散水速度のために過剰流去水，土壌劣化，侵食が起こ

るからである。

アクアリウス（水がめ）プロジェクトと火

27ー林業研究部は野火 (bushfire)の性状と，その防止のために大型空中タンカーを利用する可

能性について研究を実施している。 1983年西オーストラリアにおいて， CSIRO鉱物物理部が開発

した高分解能赤外空中探査装置が野火の探知，作図，性状識別に大変有用であることがわかった。

この研究は以前に野火進行のモデルと考えられていたものが，強烈火 (highintensity fires)の延

ひどく過小評価しており，また局部火 (spotfires)の動きが主要火 (mainfire)によっ

て大きく変えられるため．消防隊員達に主要火の危険性が明らかでないことを示し
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28-1984年の初め， Aquariusと名付けられた，大型空中タンカーによる森林火災 (bushfire)消

防研究がビクトリア州で実施された。それが行われた夏は例外的に湿潤で，強烈火についてのデ

ータが十分にとれなかった。結果は今検討中で，このプロジェクトを今後どうするか決まってい

ない。

29ー長い間，林業研究部は地上又は付近の細燃物の森林火災の動きに対する寄与について研究し

てきた。落枝・幹及び落葉のような細燃物は森林火災の延焼に重要な影響を及ぼす。それで森林

での計画的な燃焼は落葉の蓄積を減らし，火災害を減少させる。当部は特定の森林についての蓄

積落葉の安定状態量と分解特性が与えられた時に細燃物が“臨界量”に達し，計画燃焼が必要で

ある時期を予察するシステムを開発し

30一弱い計画燃焼か強い野火であるかを問わず，森林の燃焼において問題になるのは養分が空中

に移行し，従って森林から失われるのではないかということである。ある種の養分（窒素，リン，

カリ，マグネシウム，マンガン，硼素）は揮散で失われる c またこれらのもの及び他のものはま

い灰に再配分されて，煙の柱の中を上昇し，遠方まで運ばれて落下する。林業研究部の火

による養分脱出と自然過程による投入の測定例は，亜高山ユーカリ林において， 1回の計画燃焼

で空中へ失われる窒素を回復するために 10~12年を要し，リンを回復するには 20年を要するこ

とを示している。

31一野生生物牧野研究部と植物産業部は共に野火に典味を持っている。最近設定された研究プロ

グラムにおいて，野生生物研究部は北部連邦直轄地 (NT)の保全委員会と共同して，燃焼頻度と

の関係で乾燥地植物群落の生態を研究している。研究者達は人工衛星映像を利用して？いろいろ

の地域で発生した火災の継続時間の長さを決めるシステムを開発するであろう。それは北部直轄

地における自然及び人工火災の結果を予察するためのものである。植物産業部は火災に対するユ

ーカリの栄養及び繁殖反応，及び長期間燃焼又は無燃焼のニューサウスウェールズ州 (NSW)の

南部テーブルランドのユーカリ群落への原住及び野生動物による採食の効果を理解すべく研究し

ている。この仕事は国立公園管理者達に非常に有用な火災と有害生物管理についての情報を提供

している。

環境

32 a一学系の多くの研究グループがオーストラリアの環境の基本的研究を実施している。これは

広範な一般調査から特殊な問題の研究にまで及んでいる。

bー熱帯作物草地部は熱帯オーストラリアの自生牧草地退化の状況を研究している。この重要な

問題は過放牧から起こり，現在の病害根絶計画のために牛の放牧地がより制限されたことにより

加速されているようである。自生牧草地はクインスランド小卜I,北部連邦直轄地，西オーストラリ
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ア小H北部で 11百 っている。 として ある

玄-, と， そ

と家畜生産の損失という

るために圃場，ガラス

る草地における改良さ

なるであろう。この観点より研究するにはま

Mines (イサ鉱山）に支持されている。

レj

する助けと

Mount Isa 

33ー野生生物牧野研究部は南オーストラリアの半乾燥牧野における放牧の実際を調べるためにラ

ンドサット衛星の映像を用いている。この仕事は南オーストラリア牧畜局と共同で実施されてお

り會この地域の将来の管理法を決める基礎を提供しようとするものである。この部はまたオース

トラリアの水鳥類の調査に 4つの州の野生生物保護庁と共同しており，最近，北部直轄地区の

Kakadu国立公園の動物相の調査

いての決定に用いられるであろう。

した。この両プロジェクトからの情報は管理と保全につ

34一これらの外に，この部はカンガルー頭数の空中調査をしている，それはカンガルー淘汰にお

ける群集解析(communitydebate)に用いるべき確かな情報を提供するためで,NSW国立公園・

野生生物サービスと州のカンガルー淘汰計画に経済的，行政的に影響する調査と共同して実施し

ている。南オーストラリア州の国立公園・野生生物サービスに協力して，カンガルー島の Tammar

Wallabyの頭数動態についてもこの仕事が実施さ孔ている。研究者達はまもなくワラビーの自動

無線追跡及び生理測定コンピューター結合システムを使えるだろうと思っている。

35ーこの部が西オーストラリアで始めた特に興味あるプロジェクトは，ある地域の原動・植物相

の保全に対して，自然保留地として令土地開拓により分離された自然植生の“島”が十分か，又

はそうでないかについて基本的情報を提供するであろう。もう一つの人間活動の自然環境に及ぼ

す効果の研究が NSW, クインスランド，南オーストラリアに隣接する dingo(野犬）柵の両側で

実施されている。これは柵が捕食者／餌動物関係，草食動物の干渉，従って植生そのものに如何

なる影響を及ぼすかをみようとするものである。

36ー植物産業部の Kosciusko国立公園の種の数が多い，亜高山林地及び草地の研究は植物の種の

数は 6年間に野火も自生，野生動物による採食もない場合 7%増加し，野火なし，採食ありの場

．及び野火・採食ありの場合はそれぞれ 12%から 23%減少することを明らかにした。

37 aー水土地資源部は環境研究に関する 2つのコンピューターを用いるシステムを開発した。そ

の 1つBIOCLIMは植物・動物相調査局と共同で始めたもので，ある植物相及び／または動物相

の特定要素が見出されるような気候条件を示し，それらの動・植物の分布の可能性を予知するも
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のである。このプログラム 関係する りでなく， y 

}
j
 

9,~ るものである。

bー第 2のより野心的なシステムは

mation Systemである。このシステム

the Australian Envir叩 mental

壽植物分布記録，

がた

lntor-

ンピュ

、ーターデータベース いて 土壌，地質，

データのすべてを統合しようとするものである。この結果は，環境の邸を解析，分類し．オー

トラリアの保全システムにおける下位代表型を同定するシステムである。 AEGISはオーストラ

リア遺伝委員会との共同で開発されている。その初期段階において．これは広範囲の環境的，

物地理学的疑問に適切な回答を与え得る強力且つフレキシブルなシステムであることが示された

が，現在までのところ，そのシステムを維持すべき本拠地と十分な財源が見当らないのである。

c―この部でけ上記の広範な研究と同様に， Tianjara陸軍演習場

公園に含まれている）の自然環境の総合調査を行い，その地域

NSWのMorton国立

することの

ンパクト ついての情報を提供しようとしている。

38ー降雨林の保全か開発かという問題は屡々新聞種になるが，林業研究部と野生生物牧野研究部

はクインスランド北部のアサートン付近で林冠内での物理的環境，その主要条件に対する樹木の

生長反応，林内の鳥類，哺乳類の微小生息域優先選択，伐採作業による種の危険性，

類の花粉，種子拡散，従って森林再生に果す役割を測定する共同研究を実施している。現在この

研究に新しい価値ある設備が利用できる。二つの 30mの高さの塔がオーストラリア

の援助で建てられたが，これにより林冠に接近可能になっ

ので国際的興味を呼び起こし

こういった設備はあまり例がない

39ー降雨林開発のみが論争を巻き起こした唯一の森林生態系というわけではない。 NSWの南東

部で常緑硬葉林の木材パルプのための伐採が屡々問題になった。野生生物牧野研究部はそういう

作業に直面した樹上生活有袋類の保護の確実な基礎を与えた。何故ならば調査者たちは，有袋類

の非常に大きな多様性と多数性が（デボン紀層の貫入のために）主要養分の高い可給度をもつ土

壌と 1種またはそれ以上の“ペパーミント＇＇種ユーカリ

さい地域内でおきていることを発見したからである。ア

協力によって実施された。

によって特徴づけられる比較的小

はNSWの森林委員会との密接な

40ーオーストラリアにおける樹木のもう一つの脅威は "dieback"胴枯れ病として知られる地方の

樹木の症候群で．これもまた関心を呼び起こしている。昆虫学部は最近．田園地帯におけるユー

カリの活着と再生に及ぽす昆虫の衝撃について研究を開始した。テーブルランド草地のユーカリ

の多数の昆虫害のコントロールおける天候令天敵，樹木の反応の役割が， 10年以上に渡っ

されることになるであろう。
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41一土壌部はオーストラリア採鉱産業研究協会と共同で採鉱跡荒廃地の再植生における内生菌根

菌の役割を調べた。この研究において他のいろいろの事柄と共に鉱山地域の自然生態系の多くの

植物は共生的菌根菌と連携していることが発見された。再植生鉱山荒廃地への菌類の再侵入はき

わめて遅く，連携菌のないまま植物が再生することになる。ただしこの過程は新鮮表土を加えて

やることにより顕著に促進される。菌には様々の菌株があり，あるものは他の菌株に比べて植物

はるかに有効である：ある菌株は潜在的に毒性のある要素に対しフィルターとして働

くものであるらしい。

42-―これまで述べてきた本学系の活動例についてのより詳細な情報は，それぞれ関係部より入手

することが出来る。大ていの部は年報あるいは 2年報を出し，それぞれの研究プログラムと成果

を総合的に説明している。
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ガス

柄断面より滲出し始める

問の圧力をよむ。
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エアーズロックの日没、

夕暮シルエットになって

いた岩山が、日没の前後数

分間だけ赤く燃え上がる。
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